





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































も死者は 1960年 12,055人，1961年 12,865人，
1962年 11,445人，1963年 12,301人と増加し，
1964年には事故557,183件，負傷者401,117人，
死者は13,318人に達し，戦後最悪の数字となっ
たのである。
無責任時代
1962年には植木等主演の映画『ニッポン無責
任時代』が大ヒット。「無責任時代」が流行語と
なったが，プロとしての自覚の足りない店員から
公害を垂れ流す企業まで，まさに無責任な風潮が
広まっていた。
とりわけ鉄道の安全に関しては深刻な事態で，
1962年常磐線で死者160人の三河島事故，1963
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年には横須賀線で死者161人の鶴見事故と，国鉄
戦後五大事故のうち2件が続発した。1964年は
特に多く，立川駅タンク車衝突炎上，京福電鉄衝
突炎上，名鉄衝突，東海道線特急脱線と続き，11
月23日には開業2か月目の東海道新幹線で保線
作業員がはねられ5名が死亡している。これらは
鶴見事故以外はみな職員の不注意や連絡，確認不
十分，手順不順守によるものだったのである。
環境問題
経済高度成長期には公害企業は汚水，有害物質
を垂れ流し，大気汚染，水質汚濁，土壌汚染，騒
音，振動，地盤沈下，悪臭などが人々を苦しめた。
しかし，公害対策基本法施行が1967年，東京都
公害防止条例施行は革新都政（1967～ 1979）に
変わって後の1969年であることからもわかる通
り，東京オリンピック当時では利潤追求，経済成
長，そしてオリンピックこそが至上目標で，行政
はほとんど常に企業擁護の立場で対応を怠った。
それどころか，行政は率先してオリンピックの
ために東京を大改造しようと，もはや経済的価値
のなくなった都心の川を埋め立てて高速道路に転
用し，墓地などと言う無駄な空間は下にオリンピッ
ク道路を貫通させて，車を疾走させようとしたの
である（泉，2004）。
昔は良かった
こうした状況を背景に，近頃の日本人は民主主
義を誤用し，自分の権利ばかり主張し，他方でルー
ズでもなんとかなると考え無責任だとの批判も広
がった。「道徳的基準が失われ，ルールもアンパ
イアも無視したスポーツのよう」，「各自が勝手気
ままなことをして他人の迷惑などかまっていられ
ない。これでは ・文化国家・の看板が泣く。」など
という批判の背後には，戦前はいいものにせよ悪
いものにせよ責任感があったなどと，実際には
「創られた伝統」で的外れであるにもかかわらず，
失われた伝統，過去の美しい日本，日本人，日本
文化を賛美する風潮があったのである。
Ⅴ．対比対象としての「外人」と昔の日本人
当時の日本人にとっての「外人」
当時の日本人にとって，「外国人に恥ずかしく
ないように」という外国人とは，ほぼ「青い目」
の「外人」とイコール，すなわちアメリカ人，イ
ギリス人，フランス人といった欧米系白人のこと
であり，それ以外の外国人はあまりにも縁遠く，
アジア，ましてアフリカの人々に対しては，かな
りの偏見と差別意識があり，それがまた絶対に許
されないことである，という認識も必ずしもあっ
たとは言えない時代である。
実際こうした「外人」へのあこがれは，当時東
京の中学生だった町田忍が「皆が興味があったこ
とは，外国人をまじかで見られるということだっ
た。それまで外国人と出会うことは日常的にはほ
とんどなかったので，ナマの外国人を大勢見ると
いうことは，初体験であった。私たちは外国人と
見るや，かたっぱしからサインを頼むという行動
に出た。」（町田，2004）と述べている通りである。
また陣内秀信もその後の原宿の繁栄について，
「オリンピック選手村にかっこいい外国人選手が
来て，それを見るために日本の若い女の子が集ま
る。そこから原宿が華やかになっていった。」（陣
内，2004）と分析している。
すなわち当時の日本人にとって，「外人」はま
ねるべきモデルであり，憧れの対象だったのであ
る。
「青い目」の「外人」の日本観
他方で，「外人」側の日本人イメージは，一般
的に極めて貧弱で，東洋の異国情緒あふれる国，
フジヤマ，ゲイシャガールとトルコ風呂の国，他
方で優れたカメラやトランジスターラジオを輸出
する国といった程度のもので，ほとんど未知の国
でしかなかった。
実際当時の新聞には，外国の教科書に載ってい
る日本人がちょんまげ姿で駕籠に乗っているとか，
日本にはエレベーターがあるか，飛行機があるか
と尋ねられたといった話が多数紹介されており，
日本人は日本がいかに知られておらず，理解され
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ていないかを痛感させられていたのである。
また，日本を良く知る在日「外人」の一部には，
自文化を基準に，日本人はマナーが悪く，恥ずか
しいといった指摘をする例も見られた。フランス・
ニース生まれで母がデンマーク人，しかし実は父
は日本人というハーフながら「外人タレント」と
して人気のあったE・H・エリックも，「日本人
は自分の家は見事に掃除するが，外へ出ると紙く
ずの山」，「ごみ容器，吸い殻入れを多数配置した
が，効果は芳しくなく，壊す者さえいる。ありの
ままの東京，日本を見てもらいたい。でも大量の
紙くずやたばこのすいがらで埋まったところは日
本人の恥ではないか」などと指摘している（読売
新聞，1964年4月5日）。
さらに日本人の中でも欧米文化の影響を強く受
けた「洋行帰り」「インテリ」といった人々が，
欧米文化を基準に日本人のマナーの悪さを指摘し
ているが，こうした指摘は憧れの対象だった「外
人」との対比によるものだけに，当時の日本人に
大きな影響を与えたのである。
対比対象としての「外人」
当時の日本人は，民主主義国，経済大国，先進
国民という新たなアイデンティティーを持つにふ
さわしくなりつつあると考えてはいたものの，他
方でひずみも大きく，まだまだ自信はなかった。
そのうえ，「外人」側の日本観は大変に不十分で
日本人にとっては不本意なものでもあった。要す
るに内からも外からも，アイデンティティーが揺
らぎ，不安定な状態だったのである。
そうした中オリンピック開催が決定し，多くの
「外人」が日本を訪れて直接日本の街を，日本人
を見ることとなったのであり，当時の日本人は，
「外人」の目を強く意識し，衛生も，街の美化も，
マナーも素晴らしいということになっていた外人
を，外人の文化を，対比対象として，倣っていか
なければならない，それによって欧米諸国と文化
の共通性を高め，経済大国，先進国民として認め
られ，自らもそのように認識しようと強く意識し
たのである。
こうして街の景観，衛生からマナーまで，何が
何でも「オリンピックまでに」と必死の努力が繰
り広げられることとなったのである。
対比対象としての昔の日本
また他方で，明治の文明開化以来の欧米文化模
倣，そして敗戦後のアメリカ文化模倣により，日
本は近代化し経済高度成長を遂げた。しかし大佛
次郎は，技術を真似し，身に着け，磨きをかける
ことばかりに注力し，「金と経済の話ばかりして
いる」民族になってしまったとし，東畑精一も
「国を挙げて成金という気分」といった民族に成
り下がってしまったと認識していた。
吉川幸次郎も，それまでの文化が改変に次ぐ改
変を受け「何が日本の文化なのか認識することが
困難な状態となり，日本はアジアの国々のうち自
国の文化の伝統に一番自信を持たない国」になっ
てしまったと指摘している（読売新聞，1964年4
月14日）。
すなわち物質的，経済的には繁栄し，一見立派
になったといっても，民主主義国，経済大国，先
進国の国民というアイデンティティーは未確立で，
他方欧米文化の模倣による文化の改変によって，
それまでのアイデンティティーも改変され，民族
としてのアイデンティティーが不明確な根なし草
的民族になってしまっている，という認識があっ
たのである。
こうして現実には「創られた伝統」ではあるも
のの，過去の日本人，日本文化を「昔は良かった」
と評価し，対比対象として，街の景観も，衛生も，
マナーも，こんなことではダメだと，必死の努力
を繰り広げ，伝統的なアイデンティティーを取り
戻したいという思いもあったのである。
新たなアイデンティティーへの希求
このように，当時の日本は，戦前の軍国主義的，
家父長的家族，道徳観などから脱し，民主的なア
メリカ的価値観を熱心に受容し，さらに経済高度
成長を続けて，世界一の新幹線も開業し，経済大
国になりつつあった。しかしアメリカ文化はあく
まで異文化であり，完全に自文化の一部としてア
イデンティティーを支えるものにはなりえず，失
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われつつある古いアイデンティティーを良しとす
る考えも根強かったし，新幹線が疾走し，トラン
ジスターラジオは世界に進出しても，足元の道は
泥んこで，住まいは古く狭く，人々は行列も守ら
ずという状態で，あくまで一応民主的な，一応経
済大国民，一応先進国民といった状況であり，ア
イデンティティーが定まらない状態だったのであ
る。
そんな日本人にとって，外からの目が注がれる
オリンピックは，あらためて自分たちが何者なの
かを確認し，アイデンティティーを創り上げる格
好の機会だった。
そうして利用されたのが，衛生，美化，マナー
といった行動統制で，先進国民，経済大国民とし
てのアイデンティティーを確立し，「外人」に認
めてもらうために，対比対象として美化された欧
米人のマナーなどをより模倣することがすすめら
れた。
他方で，それまでの自らのアイデンティティー
への思いも根強く，対比対象として過去の日本人，
日本文化を美化し，自らの行動をより統制しよう
ともしたのであった。これはいわば当時の揺れる
日本人のアイデンティティーを反映したものとい
えよう。
おわりに
Ⅰ．
近年日本では，人も企業もグローバル化に対応
して世界に飛び出し，活躍することが好ましいと
され，若者はグローバル化対応人材をめざす。日
本社会も多様性を活かせる活気ある多文化社会に
変わるべきだと主張されている。
ところが他方で，中国人のマナーが悪いとする
批判が広がり，さらには中国人，中国文化への批
判，嫌悪，視，差別感情が渦巻いている。さら
に中国に限らず，嫌韓，ヘイトスピーチなど，外
国人や異文化への嫌悪といった排外的風潮もみら
れる。
同時に，日本文化，日本人の素晴らしさ，優秀
さ，マナーの良さなどを主張する声も多く，テレ
ビでも日本の伝統文化，アニメ，企業経営，技術
や製品，サービスなどを賛美する番組が並び，人
気が高い。
ところが他方で，2016年8，9月の調査では，
外国人の65％が「東京は人のマナーが良い」と
回答したにもかかわらず，都民では25％にとど
まったという（朝日新聞，2016年9月21日）。
そして「戦前の日本では，家庭で厳しいしつけ
がなされ，学校で修身が教えられ，みんなが高い
道徳心を身に付けていた。しかし，戦後そうした
美徳が失われ，今や日本人のマナー・モラルは完
全に崩壊してしまった」といった主張がなされ
（大蔵，2013），その要因がアメリカによる憲法，
文化などの押し付けだとして，戦後の日本社会，
文化の在り方を否定し，明治，戦前の日本の社会，
文化を美化し，昔の美しい日本を取り戻そうといっ
た復古的，右翼的思想が，かなりの支持を得てい
る。
こうした風潮の背景には，経済大国，世界に冠
たる技術大国の民といった日本人のアイデンティ
ティーがゆらいでいる状況がある。すなわち，経
済高度成長も，バブルも遠い過去のものとなり，
経済力でも中国に追い抜かれて世界第二の経済大
国の地位から滑り落ち，世界に冠たる技術を誇っ
てきた日本企業も不祥事やら技術・革新力不足な
どで韓国，台湾，中国などの企業に追いつき，追
い越されつつある。さらに急速な人口減少と高齢
化，非正規労働者の激増，中間層の没落と格差の
拡大，積み上がる膨大な財政赤字，年金問題など
で将来に多くの不安を抱え，夢を持てなくなり，
自信を失っていることがある。さらには，人口減
により，世界に打って出るグローバル化に取り組
まなければならず，移民，難民などの受け入れに
よる人口維持も迫られることになると，単一民族
幻想に囚われてきた日本社会が多文化社会化する
ことになり，自らのアイデンティティーが大きく
揺らぐことが予想される。
これは1964年当時と同じではないものの，ア
イデンティティーが揺らぎ，自らへの批判と賛美
が並び，新たなアイデンティティーを模索する，
という点でよく似ている。
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すなわちグローバル化の先進地である欧米を対
比対象，モデルとして自らを批判し，グローバル
化に対応した国際的感覚あふれる日本人になるべ
く文化とアイデンティティーの改変を進めようと
する点はよく似ている。また過去の日本を対比対
象として過去の日本人，日本文化を賛美し，これ
までのアイデンティティーを維持したり，過去の
アイデンティティーに戻そうとするという点も似
ている。
ただし，対比対象が中国人などとなると，モデ
ルとして自文化の改変を進めるのではなく，逆に
批判，排除の対象とする点では相違している。
いずれにしろ，異文化，過去の自文化を対比対
象として，アイデンティティーを模索していると
いうのが現在の日本人というわけである。
Ⅱ．
2020年東京オリンピックの開催が決定すると，
1964年と同じように，東京では都市再開発が急
ピッチ進められている。品川駅周辺は「グローバ
ルゲートウェイ」計画として国際金融センターな
ど，グローバル化拠点の開発が進められ，中心と
なる1971年以来初の山手線新駅は競技会場とは
無縁ながらオリンピックに間に合わせて2020年
春の暫定開業をめざしている。建設中のリニア中
央新幹線に関しても，実現はしなかったものの，
オリンピックに間に合わせて品川，山梨県駅まで
の繰り上げ部分開業が求められていた。
その他虎ノ門周辺の再開発と日比谷線新駅建設，
銀座線や日比谷線の駅リフォーム，新車への入れ
替えなどが，オリンピックをめざして進められて
いる。
また外国人への「おもてなし」が強調されると
ともに，山手線や大阪環状線，そして首都高速都
心環状線，中央環状線，東京外環自動車道，明治
通り，山手通り，環七，環八，福岡高速環状線な
どでも使われてきた「内回り」「外回り」などと
いうのは「2020年までに」「外国人に分かりやす
く」改めるべきだ，などという主張もなされ始め
ている（夏野，2014）。これは内回り，外回りは，
ソウル，ロンドン，グラスゴーの地下鉄環状線，
アメリカ各地の環状道路などでも使われているこ
とを知らないままの主張で的外れなのだが，こう
した1964年当時同様の主張が再び出現している
のである。
そしてやはり1964年同様に，規範意識と国際
性を高めることを目標に，小中高校で「五輪教育」
が計画され，またまた外国人と過去の日本人を対
比対象としてマナーなどを改変する行動統制も進
められようとしている。
オリンピックのモットー「より速く，より高く，
より強く」は，経済高度成長期の1964年オリン
ピック当時にはまさに日本社会のモットーそのも
のでもあり，一丸となってすべてをオリンピック
のために，となったのも，無理からぬ面があった。
しかしながら，現在の日本は，人口減，高齢化に
よる「老大国化」が進み，多文化社会化も避けら
れない状況にある。そんな中，やさしさ，多様性
の尊重こそが重要であり，実は国民文化を創り出
すために発明されたに過ぎない「創られた伝統」
（ホブズボウム，1992）や「外国」をモデルにす
る，といった上からの一元的行動統制による文化，
アイデンティティーの変容を求めることは，もは
やそぐわないことは明らかである。
急激なグローバル化が進み，生活も文化も激変
し，人も社会も，企業も，政治も，先が読めず，
途方に暮れている。そんな中やってくる2020年
オリンピックは，日本人が，どのような新たな文
化，アイデンティティーを求めていくのかを模索
する格好の機会としなければならないだろう。
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